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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月22日(2019.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部の共振周波数及び共振周期の少なく
とも一方を示す共振特性が共通しており、
　前記送受信部は、周波数及び周期の少なくとも一方を示す送信特性が前記共振特性を含
む所定範囲内である前記探査波を送信可能であり、且つ、周波数及び周期の少なくとも一
方を示す受信特性が前記共振特性を含む所定範囲内である前記受信波を受信可能であり、
　前記所定範囲内において互いに前記送信特性が異なる複数の探査波のうち、いずれかの
探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の前記受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、
を備え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第１～第４前方センサ（３１～３４）及び前記第１～第４後方
センサ（４１～４４）は、前記送信特性である第１送信特性で前記探査を送信し、前記第
１，第２左側方センサ（５１，５２）及び前記第１，第２右側方センサ（６１，６２）は
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、前記第１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第１～第４前方センサ（３１～３４）及び前記第１～第４後方
センサ（４１～４４）は、前記第２送信特性で前記探査を送信し、前記第１，第２左側方
センサ（５１，５２）及び前記第１，第２右側方センサ（６１，６２）は、前記第１送信
特性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項２】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部が送信可能な探査波の周波数に共通
範囲を有しており、
　前記共通範囲内の周波数の前記探査波に基づいて、送信特性が異なる複数の探査波のう
ち、いずれかの探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、を備
え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第１～第４前方センサ（３１～３４）及び前記第１～第４後方
センサ（４１～４４）は、前記送信特性である第１送信特性で前記探査を送信し、前記第
１，第２左側方センサ（５１，５２）及び前記第１，第２右側方センサ（６１，６２）は
、前記第１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第１～第４前方センサ（３１～３４）及び前記第１～第４後方
センサ（４１～４４）は、前記第２送信特性で前記探査を送信し、前記第１，第２左側方
センサ（５１，５２）及び前記第１，第２右側方センサ（６１，６２）は、前記第１送信
特性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項３】
　前記送信特性を切り替えて、切り替え前の送信特性で混信が生じていると認識した場合
には、切り替え後の前記送信特性で前記物体の検知を継続する、請求項１又は２に記載の
物体検知システム。
【請求項４】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部の共振周波数及び共振周期の少なく
とも一方を示す共振特性が共通しており、
　前記送受信部は、周波数及び周期の少なくとも一方を示す送信特性が前記共振特性を含
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む所定範囲内である前記探査波を送信可能であり、且つ、周波数及び周期の少なくとも一
方を示す受信特性が前記共振特性を含む所定範囲内である前記受信波を受信可能であり、
　前記所定範囲内において互いに前記送信特性が異なる複数の探査波のうち、いずれかの
探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の前記受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、
を備え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記第１前方センサ（３１）、前記第４前方センサ（３４）、前記第１後方センサ（４
１）、及び前記第４後方センサ（４４）は、前記送信特性である第１送信特性で前記探査
を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（４２）、前記第１左側方
センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第１送信特性と異なる前記
送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、前記第２前方センサ（３２）、前記第
３後方センサ（４３）、前記第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６
１）は、前記第１送信特性及び前記第２送信特性と異なる前記送信特性である第３送信特
性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項５】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部が送信可能な探査波の周波数に共通
範囲を有しており、
　前記共通範囲内の周波数の前記探査波に基づいて、送信特性が異なる複数の探査波のう
ち、いずれかの探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、を備
え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記第１前方センサ（３１）、前記第４前方センサ（３４）、前記第１後方センサ（４
１）、及び前記第４後方センサ（４４）は、前記送信特性である第１送信特性で前記探査
を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（４２）、前記第１左側方
センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第１送信特性と異なる前記
送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、前記第２前方センサ（３２）、前記第
３後方センサ（４３）、前記第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６
１）は、前記第１送信特性及び前記第２送信特性と異なる前記送信特性である第３送信特
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性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項６】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部の共振周波数及び共振周期の少なく
とも一方を示す共振特性が共通しており、
　前記送受信部は、周波数及び周期の少なくとも一方を示す送信特性が前記共振特性を含
む所定範囲内である前記探査波を送信可能であり、且つ、周波数及び周期の少なくとも一
方を示す受信特性が前記共振特性を含む所定範囲内である前記受信波を受信可能であり、
　前記所定範囲内において互いに前記送信特性が異なる複数の探査波のうち、いずれかの
探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の前記受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、
を備え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第３後方センサ（４３）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（
４２）、前記第１左側方センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第
１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第４前方センサ（３４）及び前記第１後方センサ（４１）は、
前記第１送信特性で前記探査を送信し、前記第１前方センサ（３１）及び前記第４後方セ
ンサ（４４）は、前記２送信特性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項７】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部が送信可能な探査波の周波数に共通
範囲を有しており、
　前記共通範囲内の周波数の前記探査波に基づいて、送信特性が異なる複数の探査波のう
ち、いずれかの探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、を備
え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
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　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第３後方センサ（４３）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（
４２）、前記第１左側方センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第
１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第４前方センサ（３４）及び前記第１後方センサ（４１）は、
前記第１送信特性で前記探査を送信し、前記第１前方センサ（３１）及び前記第４後方セ
ンサ（４４）は、前記２送信特性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項８】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部の共振周波数及び共振周期の少なく
とも一方を示す共振特性が共通しており、
　前記送受信部は、周波数及び周期の少なくとも一方を示す送信特性が前記共振特性を含
む所定範囲内である前記探査波を送信可能であり、且つ、周波数及び周期の少なくとも一
方を示す受信特性が前記共振特性を含む所定範囲内である前記受信波を受信可能であり、
　前記所定範囲内において互いに前記送信特性が異なる複数の探査波のうち、いずれかの
探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の前記受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、
を備え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第３後方センサ（４３）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（
４２）、前記第１左側方センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第
１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第４前方センサ（３４）、前記第１後方センサ（４１）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第１送信特性で
前記探査を送信し、前記第１前方センサ（３１）、前記第４後方センサ（４４）、前記第



(6) JP 2018-200276 A5 2019.6.27

１左側方センサ（５１）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記２送信特性で前記
探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項９】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部が送信可能な探査波の周波数に共通
範囲を有しており、
　前記共通範囲内の周波数の前記探査波に基づいて、送信特性が異なる複数の探査波のう
ち、いずれかの探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、を備
え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第３後方センサ（４３）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（
４２）、前記第１左側方センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第
１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第４前方センサ（３４）、前記第１後方センサ（４１）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第１送信特性で
前記探査を送信し、前記第１前方センサ（３１）、前記第４後方センサ（４４）、前記第
１左側方センサ（５１）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記２送信特性で前記
探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項１０】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部の共振周波数及び共振周期の少なく
とも一方を示す共振特性が共通しており、
　前記送受信部は、周波数及び周期の少なくとも一方を示す送信特性が前記共振特性を含
む所定範囲内である前記探査波を送信可能であり、且つ、周波数及び周期の少なくとも一
方を示す受信特性が前記共振特性を含む所定範囲内である前記受信波を受信可能であり、
　前記所定範囲内において互いに前記送信特性が異なる複数の探査波のうち、いずれかの
探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の前記受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、



(7) JP 2018-200276 A5 2019.6.27

を備え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第１前方センサ（３１）、前記第４後方センサ（４４）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）及び前記第２後方センサ
（４２）は、前記第１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送
信し、
　前記第２設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第１後方センサ（４１）、及び
前記第２右側方センサ（６２）は、前記第１送信特性で前記探査を送信し、前記第４前方
センサ（３４）、第３後方センサ（４３）、及び前記第１左側方センサ（５１）は、前記
２送信特性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項１１】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部が送信可能な探査波の周波数に共通
範囲を有しており、
　前記共通範囲内の周波数の前記探査波に基づいて、送信特性が異なる複数の探査波のう
ち、いずれかの探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、を備
え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第１前方センサ（３１）、前記第４後方センサ（４４）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）及び前記第２後方センサ
（４２）は、前記第１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送
信し、
　前記第２設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第１後方センサ（４１）、及び
前記第２右側方センサ（６２）は、前記第１送信特性で前記探査を送信し、前記第４前方
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センサ（３４）、第３後方センサ（４３）、及び前記第１左側方センサ（５１）は、前記
２送信特性で前記探査を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項１２】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部の共振周波数及び共振周期の少なく
とも一方を示す共振特性が共通しており、
　前記送受信部は、周波数及び周期の少なくとも一方を示す送信特性が前記共振特性を含
む所定範囲内である前記探査波を送信可能であり、且つ、周波数及び周期の少なくとも一
方を示す受信特性が前記共振特性を含む所定範囲内である前記受信波を受信可能であり、
　前記所定範囲内において互いに前記送信特性が異なる複数の探査波のうち、いずれかの
探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の前記受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、
を備え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第１前方センサ（３１）、前記第４後方センサ（４４）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（
４２）、前記第１左側方センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第
１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第１後方センサ（４１）、前記
第２左側方センサ（５２）、前記第１右側方センサ（６１）、及び前記第２右側方センサ
（６２）は、前記第１送信特性で前記探査を送信し、前記第４前方センサ（３４）、第３
後方センサ（４３）、及び前記第１左側方センサ（５１）は、前記２送信特性で前記探査
を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項１３】
　送受信部（１４，１４ａ）から探査波を送信し、周囲の物体からの反射波を含む受信波
を前記送受信部で取得して前記物体を検知する物体検知装置（１０，１０ａ，３１～３４
，４１～４４，５１，５２，６１，６２）を複数備え、車両に搭載される物体検知システ
ムであって、
　複数の前記物体検知装置は、互いに、前記送受信部が送信可能な探査波の周波数に共通
範囲を有しており、
　前記共通範囲内の周波数の前記探査波に基づいて、送信特性が異なる複数の探査波のう
ち、いずれかの探査波を前記送受信部から送信させる送信制御部（１２，１２ａ）と、
　前記受信波の受信特性を取得する特性取得部（１８～２０，１８ａ～２０ａ）と、を備
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え、
　前記車両の前端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４前方センサ（
３１～３４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の後端部には、左側から順に前記物体検知装置である第１～第４後方センサ（
４１～４４）が互いに間隔を開けて設けられており、
　前記車両の左側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２左側方センサ
（５１，５２）が間隔を開けて設けられており、
　前記車両の右側方には、前側から順に前記物体検知装置である第１，第２右側方センサ
（６１，６２）が間隔を開けて設けられており、
　前記物体検知装置は、前記送信特性を第１設定と第２設定とに所定期間ごとに切り替え
、
　前記第１設定では、前記第１前方センサ（３１）、前記第４後方センサ（４４）、前記
第２左側方センサ（５２）、及び前記第１右側方センサ（６１）は、前記送信特性である
第１送信特性で前記探査を送信し、前記第３前方センサ（３３）、前記第２後方センサ（
４２）、前記第１左側方センサ（５１）、及び前記第２右側方センサ（６２）は、前記第
１送信特性と異なる前記送信特性である第２送信特性で前記探査を送信し、
　前記第２設定では、前記第２前方センサ（３２）、前記第１後方センサ（４１）、前記
第２左側方センサ（５２）、前記第１右側方センサ（６１）、及び前記第２右側方センサ
（６２）は、前記第１送信特性で前記探査を送信し、前記第４前方センサ（３４）、第３
後方センサ（４３）、及び前記第１左側方センサ（５１）は、前記２送信特性で前記探査
を送信し、
　取得した前記受信特性に基づいて、その受信波がいずれの送信特性の探査波の反射波で
あるかを判定する判定部（１０３）を備える、物体検知システム。
【請求項１４】
　前記探査波のうちのひとつは、前記送信特性が前記共振特性よりも第１所定値だけ大き
く、
　前記探査波のうちのひとつは、前記送信特性が前記共振特性よりも第２所定値だけ小さ
い、請求項１、４、６、８、１０、１２のいずれか１項に記載の物体検知システム。
【請求項１５】
　前記第１所定値及び前記第２所定値は、前記共振特性の２～５％である、請求項１４に
記載の物体検知システム。
【請求項１６】
　前記第１所定値及び前記第２所定値が等しい、請求項１４又は１５に記載の物体検知シ
ステム。
【請求項１７】
　前記特性取得部は、前記受信波の位相回転量に基づいて、前記受信特性を求める、請求
項２、５、７、９、１１、１３～１６のいずれか１項に記載の物体検知システム。
【請求項１８】
　前記判定部は、前記受信特性が前記第１送信特性を含む第１範囲内である場合に、前記
第１送信特性の探査波の反射波であると判定し、前記受信特性が第２範囲内である場合に
、前記第２送信特性の探査波の反射波であると判定する、請求項１～１７のいずれか１項
に記載の物体検知システム。
【請求項１９】
　前記第１範囲と前記第２範囲とは異なる範囲であり、
　前記判定部は、前記受信特性が前記第１範囲と前記第２範囲との間の所定範囲内である
場合、前記判定を制限する、請求項１８に記載の物体検知システム。
【請求項２０】
　前記送受信部は、有底筒状の筐体（１４１）と、その筐体の内側に取り付けられた圧電
素子（１４２）とを備える、請求項１～１９のいずれか１項に記載の物体検知システム。


	header
	written-amendment

